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平成２９年第４回邑楽町議会定例会議事日程第４号

平成２９年１２月１５日（金曜日） 午前１０時開会

邑楽町議会議場

第 １ 発議第５号 市町村道路関係予算の確保及び道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を

求める意見書提出について

第 ２ 議員派遣の件について

第 ３ 閉会中の継続調査について
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◎開議の宣告

〇小島幸典議長 これより本日の会議を開きます。

議事の日程は、配付のとおりであります。

〔午前１０時０３分 開議〕

◎日程第１ 発議第５号 市町村道路関係予算の確保及び道路整備に係る補助率

等の嵩上げ措置の継続を求める意見書提出について

〇小島幸典議長 日程第１、発議第５号 市町村道路関係予算の確保及び道路整備に係る補助率等の

嵩上げ措置の継続を求める意見書提出についてを議題とします。

提出者から趣旨の説明を求めます。

黒田重利議員。

〔１番 黒田重利議員登壇〕

〇１番 黒田重利議員 発議第５号について趣旨の説明を申し上げます。

各議員の賛同をいただきまして、地方自治法第99条の規定により、衆議院議長ほか関係機関に対

しまして、市町村道路関係予算の確保及び道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意

見書を提出するものであります。朗読をもって説明にかえさせていただきます。

道路は人々の生活を支え、地方の自立・活性化・生活維持に最も基本的な社会基盤であり、特に

市町村道は、地域住民に密接な施設であるとともに、安全・安心の確保のため、必要不可欠な社会

基盤でもある。

しかし、群馬県内の市町村道の改良率は全国的にも低い状況にあり、依然として地域生活の維持

には、道路整備が必要不可欠である。

また、平成26年７月の道路法施行規則の改正により、橋梁やトンネルなどの点検が義務付けられ、

今後は新たに老朽化対策費の増大が見込まれており、計画的な事業進捗を図るためには十分な予算

確保が必要となっている。

ついては、財政状況が厳しい市町村の道路事業を着実に進捗させるため、平成30年度の予算編成

にあたり、次の事項を講じるよう強く要望する。

一、市町村道路整備事業が計画的に進捗できるよう、必要な交付金予算の事業費総額を持続的に確

保すること。

一、長期安定的に道路整備が進められるよう、「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関す

る法律（昭和33年法律第34号）」の補助率等の嵩上げ措置を平成30年度以降も継続すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

このような内容により意見書を提出するものであります。よろしくご決定くださるようお願いい
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たします。

〇小島幸典議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

松島茂喜議員。

〇４番 松島茂喜議員 提案理由、意見書の中ですけれども、「群馬県内の市町村道の改良率は全国

的にも低い状況にあり」と書いてありますけれども、この改良率が何％なのか。そして、全国的に

も低い状況だということですから、順位的には何位になっているでしょうか。その点についてお伺

いいたします。

〇小島幸典議長 黒田重利議員。

〇１番 黒田重利議員 大変申しわけございません。順位のほうは調べてございません。

〔「改良率」と呼ぶ者あり〕

〇１番 黒田重利議員 済みません。改良率も調べてございません。

〇小島幸典議長 松島茂喜議員。

〇４番 松島茂喜議員 提出者ということですから、その辺はしっかり調べた上で提出をしていただ

きたいと思いますけれども、その点についてはどんなお考えなのでしょうか。

〇小島幸典議長 黒田重利議員。

〇１番 黒田重利議員 松島議員の言うとおりでございます。大変申しわけございません。

〇小島幸典議長 松島茂喜議員。

〇４番 松島茂喜議員 その状況のまま提出されてよろしいと思っていらっしゃるのでしょうか。そ

の点についてはどうなのでしょうか。

〇小島幸典議長 黒田重利議員。

〇１番 黒田重利議員 私的には、改良率、あと道路、パーセント、順位ですね、その辺は確かに私

はちょっと把握はしていませんが、町のために補助率が下げられてしまうというのは、これは大変

よくないと。できる限り補助率を上げていただいて、これに関することで言うと「嵩上げ」という

ことですが、そのことに関してはぜひ賛成していただきたいと思っております。

以上です。

〇小島幸典議長 松島茂喜議員。

〇４番 松島茂喜議員 私もこの意見書の内容自体、要望していること自体には私も理解を示すとこ

ろであるのですけれども、ただこういった文面を出すからには、その裏づけの根拠となる数字、そ

ういったものというのはしっかり把握した上で提出をされるべきだというふうに思っております。

次回からはそういったことのないように気をつけていただきたい、そのように思います。

以上です。

〇小島幸典議長 ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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〇小島幸典議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇小島幸典議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより発議第５号 市町村道路関係予算の確保及び道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継

続を求める意見書提出についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

〇小島幸典議長 起立全員。

よって、発議第５号は原案のとおり可決されました。

◎日程第２ 議員派遣の件について

〇小島幸典議長 日程第２、議員派遣の件についてを議題とします。

会議規則第126条の規定により、配付のとおり議員を派遣します。

お諮りします。配付のとおり議員を派遣することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇小島幸典議長 異議なしと認めます。

よって、そのとおり決定します。

◎日程第３ 閉会中の継続調査について

〇小島幸典議長 日程第３、閉会中の継続調査についてを議題とします。

各常任委員長及び議会運営委員長から、会議規則第74条の規定により、お手元に印刷配付してあ

ります継続調査事項一覧表のとおり申し出がありました。

お諮りします。各委員長より申し出のとおり、それぞれ閉会中の継続調査に付することにご異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇小島幸典議長 異議なしと認めます。

よって、そのとおり決定します。

◎閉会の宣告

〇小島幸典議長 以上をもちまして、今期定例会の日程は全て終了しました。
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閉会に当たり、町長から発言の申し出がありますので、許可します。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 平成29年第４回邑楽町議会定例会の閉会に当たり、一言御礼の言葉を申し上げます。

12月11日に開会された定例会、本日15日最終日となりました。この間、各種条例の制定をはじめ、

各会計補正予算など提案をいたしました議案を全て可決をいただきました。また、一般質問では貴

重なご意見をいただき、今後の行政運営に役立ててまいります。大変ありがとうございました。

さて、邑楽町は平成30年を迎えますと、町制施行50周年という記念すべき節目の年となります。

先人の築いてきた足跡を大切にし、生かして、よりよいまちづくりのために職員とともに力を合わ

せて努めてまいります。ご指導をよろしくお願い申し上げます。

平成29年も残すところあとわずかとなりました。ここのところ寒さ厳しい日が続いておりますが、

議員各位におかれましては健康に十分注意され、輝かしい新年を迎えられますよう心からご祈念申

し上げまして、御礼の言葉といたします。大変お世話になりまして、ありがとうございました。

〇小島幸典議長 以上で平成29年第４回邑楽町議会定例会を閉会します。

ご協力ありがとうございました。

〔午前１０時１５分 閉会〕


